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 五

月
講
演
要
旨 

 
 

年
輪
・
炭
素
年
代
に
関
す
る
科
学
デ
ー
タ
の
信
憑
性 

---  

法
隆
寺
芯
柱
の
年
輪
年
代
等
に
つ
い
て 

--- 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高 

橋 

正 

彦 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

講
演
で
は
年
輪
等
デ
ー
タ
（
＝
一
般
に
氷
柱
・
湖

底
堆
積
等
を
含
むP

r
o
xy-D

a
t
a

）
に
お
い
て
、
原
デ

ー
タ
を
公
開
せ
ず
論
議
を
進
め
る
科
学
論
文
の
危
う

さ
を
、
地
球
温
暖
化
問
題
に
お
い
て
例
示
し
、
更
に

是
に
対
す
る
対
処
法
を
本
邦
年
輪
年
代
に
お
い
て
考

察
し
た
。 

…
…
論
議
前
半
が
分
か
り
難
い
と
の
御
講
評
が

多
く
、
か
つ
後
半
部
分
の
説
明
不
十
分
の
為
、

茲
に
論
点
を
絞
り
再
説
す
る
。 

 

 

【
温
暖
化
論
に
関
す
る
真
実
の
究
明
】 

温
暖
化
対
処
の
国
連
政
府
間
パ
ネ
ル
＝IPCC

古

気
候
部
門
の
指
導
的
研
究
者
を
務
め
た
、
英-UEA

大

学
気
候
研
究
所-CRU

副
所
長
で
あ
るK.Briffa

教

授
の
二
〇
〇
八
年
論
文
の
ホ
ッ
ケ-

ス
テ
ィ
ッ
ク
状

気
温
高
騰
に
疑
問
を
持
つ
、
一
般
人Macint

yre

の

粘
り
強
い
論
文
の
年
輪
デ
ー
タ
開
示
要
求
に
対
し
、

二
〇
一
三
年
に
結
果
的
に
年
輪
デ
ー
タ
は
開
示
さ
れ

た
。 こ

の
結
果
、
二
〇
世
紀
末
ホ
ッ
ケ-
ス
テ
ィ
ッ
ク
気

温
急
騰
説
が
作
為
的
強
弁
で
あ
っ
た
こ
と
が
暴
露
さ

れ
、
こ
れ
は
気
候
学
会
に
激
し
い
狼
狽
を
与
え
た
状
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平成 26 年 

6 月 10 日 

 
 

 

例 

会 

の 

お 

知 

ら 

せ 
 

◎ 

六
月
例
会 

 
 

日 

時 

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
五
日(

水) 

午
後
六
時
十
分
～
八
時 

 
 

会 

場 

千
代
田
区
立
日
比
谷
図
書
文
化
館 

四
階
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム 

 
 

講 

演 

平
山
善
之
氏 

 
 

テ
ー
マ 

 

続
日
本
紀
・
二
つ
の
「
な
ぜ
？
」 

七
月
号
自
由
執
筆 

佐
藤
健
一
、
村
上
邦
治
、 

漆
原
直
子
の
諸
氏 

締
切
六
月
末 

 

◎ 

七
月
例
会 

 
 

日 

時 

平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
三
日(

水) 

午
後
六
時
十
分
～
八
時 

 
 

会 

場 

千
代
田
区
立
日
比
谷
図
書
文
化
館 

四
階
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム 

 
 

講 

演 

佐
藤
健
一
氏 

 
 

テ
ー
マ 

 

未
定 

九
月
号
自
由
執
筆 

鯨
游
海
、
平
山
善
之
、 

小
田
紘
一
郎
の
諸
氏 

締
切
七
月
末 
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況

を

PAGES

に
よ
る
同
年

四

月

の

N
A
T
U
E

の

論

文
上
に
見
ら

れ
る
「
極
端
な

矛
盾
」
で
示
し

た
。
更
に
こ
れ

ら
の
不
都
合

な
事
実
容
認

の
裏
に
は
、

C
R
U

に
よ
る

既
存
観
測
値

訂
正
の
可
能

性
が
あ
る
と

推
定
し
た
。 

 

世
界
気
温

が
温
暖
化
過

程
に
あ
る
か

否
か
の
判
断

を
一
般
大
衆

が
判
断
す
る

事
は
極
め
て

難
し
い
。
然
し

こ
の
一
方
に

深
く
関
与
す
る
当
事
者
の
自
己
矛
盾
的
表
現
か
ら
、

温
暖
化
の
進
展
に
躊
躇
を
感
じ
た
心
象
状
態
の
真
実

を
知
る
事
が
で
き
る
。 

 

… 

即
ち
、
不
利
益
な
事
実
供
述
＝
自
白 

に
は
信
憑
性
が
あ
る
場
合
が
あ
る
。
… 

 

【本
論
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
】  

Macintyre

の
勝
利
宣
言
的
ブ
ロ
グ
の
グ
ラ
フ
の

相
当
部
分
が
、CRU

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
公
開
デ

ー
タ
に
存
在
し
な
い
可
能
性
が
講
演
二
日
前
に
判
明

し
た
。
こ
の
線
が
崩
れ
る
と
本
講
演
の
基
本
が
無
為

に
帰
す
る
。 

結
局

CRU

デ
ー
タ
の
①YAMAL-TR 

W,
 

②

POLAR-TRW, 

③POL-MXD,
 

④Yamalia-TRW

の

各INDEX
デ
ー
タ
の
③
④
な
い
し
①
④
を
複
合
し
た

可
能
性
が
判
明
し
た
。
是
等
４
種
は
い
ず
れ
も
一
九

九
〇
年
頃
を
ピ
ー
ク
と
し
、HS

説
を
構
成
せ
ず
、
複

合
し
て
も
問
題
は
な
い
。（
表
の
ｙ
値
は
温
度 

◆
で

はIndex

値
を
基
準
と
す
る
） 

 【PO
X
Y

デ
ー
タ
の
潜
在
的
問
題
点
】 

こ
の
様
な
作
為
が
生
ず
る
要
因
は
、
一
般
の
科
学

的
測
定
デ
ー
タ
に
対
し
年
輪
等
デ
ー
タ
は
多
量
か
つ

環
境
に
よ
る
変
移
幅
が
大
き
く
、
是
を
標
準
化
し
な

け
れ
ば
客
観
的
デ
ー
タ
に
な
ら
ず
、
こ
の
手
順
が
複

雑
で
あ
り
、
更
に
大
量
の
異
種Proxy

デ
ー
タ
の
比

較
に
は
是
等
を
統
合
す
る
必
要
が
あ
り
、
結
局
、
大

部
分
の
過
程
をPC

に
よ
る
デ
ー
タ
処
理
に
依
存
し
、

全
過
程
が
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
し
て
い
る
事
に
あ

る
。 …

…
即
ち
、
デ
ー
タ
群
の
全
体
像
・
そ
の
結
論
を

導
き
出
す
処
理
過
程
が
不
透
明
・
可
視
化
さ
れ
ず
、

そ
の
過
程
に
不
自
然
が
あ
っ
て
も
気
付
き
に
く
い
。 

そ
こ
で
こ
れ
等
素
デ
ー
タ
の
公
開
を
拒
む
科
学
論

文
に
関
し
て
は
究
極
ま
で
論
点
を
整
理
し
、
類
論
と

比
較
対
象
し
易
く
、
簡
明
な
形
態
に
突
き
詰
め
る
必

要
が
あ
る
。
…
…
例
え
ば
温
暖
化
論
に
関
す
る
推
論

に
於
て
は
、
年
輪
値
（TRW: MXD=

年
輪
最
密
度
）
と

気
温
と
の
相
関
推
計
式
の
形
成
過
程
は
厳
密
な
比
較

対
校
が
為
さ
れ
て
い
な
い
。 

こ
の
究
極
的
論
点
整
理
に
よ
り
諸
論
素
デ
ー
タ
の

真
価
が
判
断
さ
れ
得
る
様
に
思
え
る
。 

 【本
邦
年
輪
問
題
に
関
す
る
対
処
】 

実
デ
ー
タ
の
公
開
を
拒
む
本
邦
年
輪
年
代
の
現
状

に
関
し
て
は
、
論
点
を
極
め
て
明
快
な
次
の
三
点
に

絞
り
問
題
の
解
明
を
試
み
て
い
る
。 

 

①
年
輪
幅
の
経
年
推
移
とΔ

14C

値
（14C

の
当
年

別
の
濃
度)

と
の
間
に
は
緩
い
相
関
が
あ
る
。 
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②
是
等
は
約
紀
元
前
六
〇
〇
年
以
降
は
緩
慢

下
向
、
約
紀
元
五
〇
〇
以
降
三
百
年
間
は
緩
慢

上
昇
傾
向
を
取
る
。 

③
世
界
規
模
で
、Δ

1
4C

値
の
回
頭
点
西
暦
五

二
五
年
に
対
し
、
年
輪
変
移
の
底
は
五
三
六
年

で
あ
る
。(

五
二
五
年
と
五
三
六
年
は
絶
対
年
代

で
あ
る) 

光
谷
巧
実
氏
が
公
開
す
る
法
隆
寺
芯
柱
の
年

輪
パ
タ
ー
ン
を
年
次
別
罫
線
で
区
切
り
、
パ
タ

ー
ン
の
底
と
な
る
年
次
を
見
る
と
、
五
三
五
・

五
四
一
・
五
四
九
年
が
得
ら
れ
る
。
こ
れ
は

B
r
i
f
f
a
-
2
0
0
8

年
が
示
す
北
欧
露
方
面
の
六
世

紀
の
年
輪
異
常
＝
五
三
六 

D
u
s
t
 
V
e
i
l 

E
v
ent  

(

例
え
ばF

i
n
l
a
n
d

で
は
五
三
六
・
五
四
二
・
五

五
〇
年)

に
極
め
て
よ
く
相
関
す
る
。
こ
こ
か
ら

世
界
的
規
模
で
生
起
し
た
五
三
六
年
の
地
球
寒

冷
化
現
象
は
本
邦
に
も
影
響
し
、
特
に
法
隆
寺

芯
柱
に
そ
の
痕
跡
が
顕
著
に
残
さ
れ
た
事
が
わ

か
る
。 

 【
光
谷
年
輪
デ
ー
タ
の
信
憑
性
】 

法

隆

寺

の

光

谷

年

輪

パ

タ

ー

ン

は

D
u
s
t
-
V
e
i
l

の

E
v
e
n
t

に
一
年
の
乖
離
で
よ
く

合
致
す
る
事
か
ら
、
現
象
に
何
の
予
備
知
識
な

く
独
立
に
年
次
決
定
が
な
さ
れ
た
物
で
あ
り
、

こ
れ
に
関
す
る
限
り
パ
タ
ー
ン
の
信
憑
性
が
あ

る
。(

法
隆
寺
芯
柱
の
伐
採
年
次
は
五
九
一
年
で

あ
り
、
紀
元
七
〇
〇
年
前
後
＝
鷲
崎
説
は
有
り

得
な
い
。) 

但
し

Dust-Veil

の
開
始
絶
対
年
代
は
、
地

球
規
模
で
五
三
六
年
で
あ
り
、
光
谷
年
輪
年
代

は
一
年
の
誤
差
が
あ
る
事
に
な
る
。 

但
し
、
年
輪
変
移
に
十
一
年
の
時
間
差
で
乖

離
す
べ
きΔ

14C

の
変
移
に
関
す
る
歴
博
の
伊

那
谷
・
宮
田
村
の
較
正
年
代
に
は
異
論
が
あ
る
。

(Minoru 
Sakamoto,etal

 
Radio 

Carbon 

Vol45,Nr1,2003)

。
同
誌
上
の
【
炭
素
年
次
】

【
年
輪
年
次(

較
正
年
次)

】
よ
り
、
そ
の
元
と

な
っ
た
年
次
毎
のΔ

14C

値
は
逆
算
で
き
、
是
を

示
し
た
も
の
が
上
図
で
あ
る
。 

計
算
過
程
及
び
計
算
値
は
、
本
会
の
新
井
宏

先
生
よ
り
ご
提
供
頂
い
た
も
の
で
あ
る
。
－
－ 

●
図
中
の
鎖
線
□(

年
次
・
デ
ー
タ
は
下
欄)

が

こ
れ
で
あ
り
、
是
と
並
行
す
る

INT-Cal

値
を

○
で
対
比
し
て
い
る
。(

但
し
、
実
数
値
・
年
次

は
最
上
欄
に
よ
る) 

の
谷
は
五
二
五
年
と
な
り
、

両
者
に
五
十
年
の
乖
離
が
あ
る
事
に
な
る
。
な

お
本
邦
年
輪
サ
ン
プ
ル
に
お
け
るΔ

14C

の
谷

の
希
少
な
測
定
例(

屋
久
杉)

を
◆
で
示
し
た
。 

こ
の
対
比
に
よ
り
前
者
の
谷
の
四
七
六
年
に
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対
し
後
者
の
谷
は
五
二
五
年
と
な
り
、
両
者
に
五
十

年
の
乖
離
が
あ
る
事
に
な
る
。
な
お
本
邦
年
輪
サ
ン

プ
ル
に
お
け
るΔ

1
4
C

の
谷
の
希
少
な
測
定
例(

屋

久
杉)

を
◆
で
示
し
た
。 

上
野
弘
貴(
学
習
院)

、
日
本
放
射
化
学
会
年
会

発
表
要
旨
集2

0
0
7
-5
1
st-

p7
9 

こ
の
例
に
お
い
て
本
邦
年
輪
サ
ン
プ
ル
で
も
五
二

五
年
頃
を
底
と
す
る
世
界
的
変
移
が
存
在
す
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。(

宮
田
村1

4
C

炭
素
値
の
谷
が
刻

印
さ
れ
た
年
輪
サ
ン
プ
ル
に
対
し
、【
一
層
＝
十
年
～

二
層
＝
二
十
年
】
先
の
サ
ン
プ
ル
の
中
に
、
本
来
は

最
も
狭
い
年
輪
が
含
ま
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。)

 
 

1
4
C

に
お
け
る
谷
と
年
輪
に
お
け
る
谷
は
十
年
幅
で

繋
が
り
、
そ
の
位
置
は
極
め
て
目
視
し
易
い
の
が
特

色
で
あ
る
。 

こ
の
両
者
が
ズ
レ
た
要
因
は
、 

【
光
谷
年
輪
パ
タ
ー
ン
が
不
完
全
】
か
或
い
は
、 

【
故
意
に
年
代
を
五
十
年
古
く
な
る
べ
く
作
為
し
た
】

…
…
か
の
何
れ
か
で
あ
る
。 

  
 

【
西
暦
五
〇
〇
年
以
前
の
年
輪
問
題
へ
の
対
処
】 

原
デ
ー
タ
を
公
開
し
な
い
年
輪
パ
タ
ー
ン
研
究
の

現
状
に
お
い
て
、
絶
対
年
代5

3
6

年
が
確
定
さ
れ
た

意
味
は
大
き
い
。
こ
れ
以
後
、
こ
の
明
確
な
定
点
以

降
の
年
輪
成
果
は
一
切
考
慮
す
る
必
要
は
な
く
、
全

力
を
そ
れ
以
前
の
年
代
分
析
に
集
中
で
き
る
。 

 

そ
の
最
も
有
力
な
候
補
は
学
習
院
蔵
の
屋
久
杉

(

樹
齢1930

年)

で
あ
り
、
学
習
院
に
お
い
て
は07

年
の14C

分
析
を
再
補
完
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。 

ま
た
、
歴
博
は
宮
田
村
埋
没
樹
に
対
し
、14C

の

変
移
の
谷
がAD475

年(

光
谷
年
輪
年
代)

に
あ
る
の

か
、
五
二
五
年
に
あ
る
の
か
を
明
確
に
決
定
す
べ
き

で
あ
り
、
明
確
な
論
拠
の
補
完
な
く
西
暦
五
〇
〇
年

以
前
の
年
代
復
元
は
唱
導
す
べ
き
で
は
な
い
。 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
(2014

年5

月30

日) 

        

元
「
史
遊
会
会
員
」
の
相
原
精
次
さ
ん
が
、
雑
誌

「
歴
史
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｌ
」
シ
リ
ー
ズ
の
『
巨
大
古
墳
と
古

代
天
皇
陵
の
謎
』
（
洋
泉
社
）
の
「
【
地
方
別
】
巨

大
古
墳
と
地
方
王
権
を
考
え
る
」
の
「
毛
野
・
越
・

尾
張
・
丹
後
」
に
つ
い
て
執
筆
さ
れ
、
店
頭
に
出
ま

わ
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。 

   

 

   

続
日
本
紀
・
二
つ
の
「
な
ぜ
？
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

平 

山 

善 

之 
 
 
 

昨
年
、
私
は
続
日
本
紀
の
第
一
巻
か
ら
第
四
十
巻

迄
原
文
と
読
み
下
し
文
双
方
の
通
読
を
試
み
た
。 

編
年
体
の
史
書
と
い
う
も
の
は
、
通
読
し
て
み
て

初
め
て
生
ず
る
二
種
類
の
疑
問
が
あ
る
。 

一
つ
は
「
な
ぜ
、
こ
れ
が
書
か
れ
て
い
な
い
の
か
？
」

で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
「
な
ぜ
、
こ
こ
ま
で
書
い
た

の
か
？
」
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
必
要
な
と
こ
ろ
だ
け

つ
ま
み
読
み
を
し
て
い
て
は
わ
か
ら
ず
、
通
読
し
て

み
て
初
め
て
気
が
つ
く
。 

そ
し
て
私
が
抱
い
た
疑
問
に
対
し
て
、
納
得
の
い

く
解
答
を
示
し
て
く
れ
る
解
説
書
に
出
会
わ
な
か
っ

た
。
そ
う
し
た
幾
つ
か
の
「
な
ぜ
？
」
の
中
か
ら
、

書
い
て
な
い
こ
と
の
代
表
と
し
て
「
呰
麻
呂
征
討
の

結
果
は
な
ぜ
書
か
れ
な
か
っ
た
の
か
」
を
、
書
き
す

ぎ
の
代
表
と
し
て
「
桓
武
天
皇
は
な
ぜ
自
分
の
治
世

前
半
ま
で
書
か
せ
た
の
か
」
を
考
え
て
み
た
い
。 

推
測
す
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
が
、
周
辺
の
状
況

か
ら
推
理
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に
天
皇
や
、
著
者
の
、

極
め
て
人
間
的
な
感
情
や
、
つ
な
が
り
を
覗
き
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
私
は
思
う
。 

 

六 

月 

講 

演 

予 

告 

相
原
精
次
さ
ん
の
雑
誌
記
事
掲 
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自
由
原
稿 

天
智
天
皇
の
称
号
に
つ
い
て 

 

森
下 

征
二 

 

当
会
の
三
月
講
演
は
隆
恵
氏
の
「
天
智
天
皇
の
謎

解
き
」
で
あ
っ
た
が
、
私
は
病
気
の
た
め
、
残
念
な

が
ら
出
席
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
後
日
講
演
要

旨
を
送
付
頂
き
、
隆
氏
の
古
代
日
本
史
の
謎
に
対
す

る
独
特
の
見
解
と
、
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
を
拝
見
出
来

た
こ
と
は
、
同
好
の
士
と
し
て
誠
に
た
の
も
し
く
、

嬉
し
い
限
り
で
あ
っ
た
。 

中
で
も
「
記
紀
」
の
編
纂
上
の
根
底
に
は
、
天
智

天
皇
の
神
聖
化
が
あ
る
と
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
私

と
し
て
も
全
く
異
論
が
な
い
の
で
、
以
下
、
講
演
と

は
違
う
視
点
か
ら
、
即
ち
天
智
天
皇
の
称
号
を
考
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
隆
氏
の
説
を
支
持
・
補
強
し
て

行
き
た
い
と
思
う
。 

さ
て
、
歴
代
天
皇
は
神
武
以
来
今
上
ま
で
一
二
五

代
と
さ
れ
て
い
る
。
各
天
皇
の
称
号
を
一
覧
す
る
と

面
白
い
こ
と
に
気
が
付
く
。
そ
れ
は
「
天
」
が
つ
く

称
号
が
、
天
智
・
天
武
の
二
帝
し
か
い
な
い
と
言
う

こ
と
で
あ
る
。
同
じ
く
天
皇
の
神
性
（
或
い
は
英
雄

性
）
を
示
す
「
神
」
は
神
武
・
崇
神
・
応
神
の
三
帝
、

「
武
」
は
、
神
武
・
武
烈
・
天
武
・
文
武
・
聖
武
・

桓
武
の
六
帝
で
あ
る
。「
天
」
は
こ
れ
ら
に
比
し
て
も

明
ら
か
に
少
な
く
、
こ
の
字
の
付
く
称
号
に
は
特
殊

な
意
味
が
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。 

そ
れ
で
は
天
智
の
「
智
」
の
字
は
ど
う
か
？ 

実

は
、
こ
の
字
を
称
号
に
使
っ
た
天
皇
は
外
に
誰
も
い

な
い
の
だ
。
そ
れ
で
は
「
智
」
の
字
も
や
は
り
、
特

殊
な
意
味
を
持
つ
の
だ
ろ
う
か
？ 

 

試
み
に
、
諸
橋
轍
次
氏
の
「
大
漢
和
辞
典
」
を
引

い
て
み
る
と
、「
智
」
の
字
の
項
に
は
、「
智
」
は
「
知
」

に
通
ず
と
あ
り
、「
知
」
の
字
の
項
に
は
、「
知
」
は

「
智
」
に
同
じ
と
あ
る
。
要
す
る
に
、
天
智
の
「
智
」

は
「
知
」
で
も
あ
る
の
で
、
今
度
は
「
知
」
の
字
の

意
味
を
調
べ
る
と
、
何
と
そ
こ
に
は
「
治
め
る
」
と

言
う
意
味
が
あ
る
で
は
な
い
か
。
如
何
に
も
支
配
者

に
ふ
さ
わ
し
い
漢
字
で
あ
る
。 

し
か
し
、「
知
」
に
は
色
々
な
意
味
が
あ
る
。
果
た

し
て
天
智
の
「
智
」
は
「
治
め
る
」
と
言
う
意
味
だ

ろ
う
か
？ 

今
度
は
そ
れ
を
「
記
紀
」
に
当
っ
て
見

て
み
よ
う
。 

日
本
の
国
を
開
い
た
初
代
の
天
皇
は
誰
か
？ 

そ

れ
は
「
ハ
ツ
ク
ニ
シ
ラ
ス
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
」
と
呼
ば

れ
る
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
書
紀
で
は
こ

れ
を
「
始
馭
天
下
之
天
皇
」
と
も
「
御
肇
国
天
皇
」

と
も
記
す
。「
始
馭
天
下
之
天
皇
」
と
は
神
武
天
皇
の

こ
と
で
あ
り
、「
御
肇
国
天
皇
」
と
崇
神
天
皇
の
こ
と

で
あ
る
。
即
ち
、
日
本
書
紀
で
は
日
本
国
を
開
国
し

た
天
皇
で
あ
る
「
ハ
ツ
ク
ニ
シ
ラ
ス
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
」

は
二
人
い
る
こ
と
に
な
る
。 

他
方
、
古
事
記
は
ど
う
か
？ 

古
事
記
に
お
け
る

「
ハ
ツ
ク
ニ
シ
ラ
ス
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
」
は
崇
神
天
皇

一
人
を
指
す
。
し
か
し
、
そ
の
表
記
に
注
目
し
て
ほ

し
い
。
古
事
記
に
お
い
て
は
そ
れ
を
、「
所
知
初
国
之

御
真
木
天
皇
（
初
国
知
ら
し
し
御
真
木
天
皇
）」
と
記

す
の
で
あ
る
。「
ハ
ツ
ク
ニ
シ
ラ
ス
（
初
め
て
国
を
治

め
た
）」
は
「
初
国
知
ら
す
」
と
書
く
と
言
う
の
だ
。

こ
こ
で
は
何
と
、「
治
」
で
は
な
く
「
知
」
の
字
が
使

わ
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。「
知
」
は
「
治
」
を
意
味

す
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
天
智
（
知
）
天
皇
も
ま

た
、「
ハ
ツ
ク
ニ
シ
ラ
ス
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
」
と
言
う
こ

と
に
な
ら
な
い
か
？ 

つ
ま
り
記
紀
の
背
後
に
は
、
天
智
天
皇
も
ま
た
日

本
国
を
開
国
し
た
天
皇
で
あ
る
…
、
と
の
主
張
が
隠

さ
れ
て
い
る
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
天
智
の
「
智
（
知
）」

を
用
い
る
こ
と
が
で
き
た
天
皇
は
、
彼
の
外
に
い
な

い
の
で
あ
ろ
う
。 

そ
れ
を
示
す
根
拠
は
外
に
も
あ
る
。
そ
れ
は
天
智

の
和
風
諡
号
「
ア
メ
ノ
ミ
コ
ト
ヒ
ラ
カ
ス
ワ
ケ
」
で

あ
る
。
こ
れ
は
後
世
の
史
書
に
よ
り
、「
天
命
開
別
天

皇
」
と
記
さ
れ
る
。
諡
（
お
く
り
な
）
の
実
質
的
な

意
味
を
示
す
「
開
別
」
の
「
別
」
は
、
例
の
漢
和
辞

典
に
よ
る
と
、「
辦
（
べ
ん
）」
と
同
じ
で
、
開
別
（
か

い
べ
つ
）
は
開
辦
（
か
い
べ
ん
）
と
な
り
、
開
辦
は

「
事
を
始
め
る
」
と
か
「
開
業
す
る
」
の
意
味
を
持
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つ
。
即
ち
、
天
智
の
和
風
諡
号
で
あ
る
天
命
開
別
天

皇
は
「
天
命
を
受
け
て
国
を
開
い
た
天
皇
」
を
意
味

す
る
こ
と
に
な
り
、
ハ
ツ
ク
シ
シ
ラ
ス
ス
メ
ラ
ミ
コ

ト
を
表
記
し
た
も
の
と
言
え
る
よ
う
だ
。
天
智
天
皇

も
ま
た
日
本
国
を
開
国
し
た
（
開
国
の
内
容
は
そ
の

出
現
の
段
階
に
応
じ
て
変
わ
る
よ
う
だ
が
）、
初
代
の

天
皇
の
一
人
で
あ
る
と
言
う
こ
と
に
な
る
。 

そ
こ
で
再
び
、
隆
氏
の
講
演
要
旨
の
鋭
い
指
摘
に

触
れ
て
お
き
た
い
。 

【
書
紀
（
お
そ
ら
く
古
事
記
も 
―
筆
者
）
の
編

纂
者
は
天
武
天
皇
の
皇
后
で
、
天
武
亡
き
後
即
位
す

る
持
統
天
皇
の
血
統
の
天
皇
た
ち
の
、
血
統
の
正
当

性
を
天
智
天
皇
に
も
留
め
て
い
る
の
で
、
天
智
の
神

聖
視
が
編
纂
上
の
根
底
に
あ
る
こ
と
を
、
肝
に
銘
じ

て
お
く
必
要
が
あ
る
】 

上
記
の
氏
の
主
張
は
叙
上
の
通
り
、
私
の
天
智
天

皇
の
称
号
の
考
察
の
結
果
（
ハ
ツ
ク
シ
シ
ラ
ス
ス
メ

ラ
ミ
コ
ト
は
三
人
い
た
＝
天
智
は
神
武
・
崇
神
と
同

格
の
神
性
を
持
つ
）
と
も
合
致
す
る
。
私
が
隆
氏
の

講
演
を
良
し
…
、
と
す
る
所
以
で
あ
る
。
隆
氏
の
古

代
史
研
究
が
、
今
後
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
や
ま
な
い
。 

     

 

自
由
原
稿 

「
師
・
勝
海
舟
と
門
弟
・
坂
本
龍
馬
」 

の
幕
末
・
維
新 

諸 

橋 
 

奏 

 

「
幕
末
」
を
文
字
通
り
に
「
江
戸(

徳
川)

幕
府
の

末
期
」
と
捉
え
る
と
、
広
義
に
は
天
保
十
二
年(

一
八

四
一)

に
老
中
水
野
忠
邦
が
始
め
た
「
天
保
の
改
革
」

か
ら
と
み
る
こ
と
も
出
来
る
。
「
天
保
の
飢
饉
」(

天

保
四
～
七
年)

や
「
大
塩
の
乱
」(

天
保
八
年)

な
ど
の

社
会
不
安
に
対
し
幕
府
を
は
じ
め
と
し
て
、
諸
藩
も

藩
政
改
革
に
着
手
、
藩
政
立
て
直
し
に
成
功
し
た
薩

摩
・
長
州
・
土
佐
藩
は
幕
末
の
政
局
を
動
か
す
ま
で

の
力
を
つ
け
た
。
一
方
幕
府
の
改
革
は
悉
く
失
敗
し
、

忠
邦
は
天
保
十
四
年
に
失
脚
し
た
。
そ
の
結
果
、
幕

府
の
基
本
的
権
力
で
あ
る
領
知
権
・
転
封
権
の
衰
退

を
天
下
に
露
呈
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

狭
義
で
は
嘉
永
六
年(
一
八
五
三)

六
月
三
日
の
ペ

リ
ー
浦
賀
来
航
後
を
言
い
、
開
港
な
ど
の
外
圧
に
つ

い
て
の
幕
府
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
お
き
た
開
国
・
開

港
論
と
鎖
国
・
攘
夷
論
の
対
立
が
、
公
武
合
体
論
や

尊
王
攘
夷
論
、
更
に
は
佐
幕
派
対
尊
皇
倒
幕
派
と
国

を
二
分
し
て
の
大
事
に
至
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
難
局

の
終
止
符
が
「
明
治
維
新
」
で
あ
っ
た
。 

維
新
を
極
く
狭
義
に
捉
え
れ
ば
、
江
戸
幕
府
が
崩

壊
し
て
天
皇
中
心
の
新
政
府
が
成
立
し
た
慶
応
三
年

(

一
八
六
七)

十
月
十
四
日
、
第
十
五
代
将
軍
徳
川
慶

喜
が
倒
幕
を
避
け
る
た
め
朝
廷
に
「
大
政
奉
還
」
を

申
し
出
て
受
理
さ
れ
た
日
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
日
を
画
期
と
し
て
日
本
は
近
代
国
家
を
め
ざ
し

て
突
き
進
む
こ
と
と
な
っ
た
。 

こ
の
国
家
的
大
業
に
大
き
く
貢
献
し
た
の
が
、
勝

海
舟
と
坂
本
龍
馬
の
師
弟
で
あ
っ
た
。 

坂
本
龍
馬
は
天
保
六
年(

一
八
三
五)

十
一
月
十
五

日
、
土
佐
藩
郷
士(

下
級
武
士)

と
は
い
え
、
裕
福
で

あ
っ
た
坂
本
八
平
直
足
と
妻
・
幸
の
次
男
と
し
て
誕

生
し
た
。
長
男
権
平
は
龍
馬
よ
り
二
十
一
歳
年
上
、

そ
れ
に
姉
三
人(

長
女
千
鶴
の
夫
高
松
順
蔵
は
二
十

八
歳
年
長)

家
族
の
末
子
で
あ
っ
た
。
幼
少
時
は
気
弱

だ
っ
た
が
、
十
二
歳
の
時
生
母
が
死
去
、
以
後
は
三

歳
年
上
の
姉
・
乙
女
が
武
芸
・
学
問
を
ス
パ
ル
タ
式

に
教
え
た
と
い
う
。
ま
た
十
四
歳
で
入
門
し
た
日
根

野
弁
治
剣
術
道
場
で
の
勉
学
は
嘉
永
六
年(

一
八
五

三)

、
十
九
歳
で
剣
術
修
業
の
た
め
江
戸
に
出
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。 

人
間
の
社
会
能
力(

対
人
関
係
・
自
主
能
力)

の
臨

界
期
は
十
五
歳
と
い
わ
れ
る
が
、
人
間
龍
馬
の
最
大
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財
産
「
卓
越
し
た
愛
さ
れ
る
人
柄
」
は
こ
の
環
境
で

育
は
ぐ
く

ま
れ
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。 

は
じ
め
て
江
戸
に
出
て
、
千
葉
定
吉
道
場(

小
千
葉

道
場)

に
入
門
し
た
直
後
の
六
月
に
、
黒
船
来
航
の
大

事
件
が
あ
り
、
龍
馬
は
六
月
か
ら
九
月
頃
ま
で
品
川

の
土
佐
藩
下
屋
敷
警
護
に
あ
た
っ
た
。
龍
馬
が
直
に

「
世
界
」
と
向
合
っ
た
最
初
で
、
家
族
宛
手
紙
に
「
戦

い
に
な
っ
た
ら
異
国
人
の
首
を
打
ち
取
っ
て
帰
国
し

ま
す
」
と
語
っ
て
い
る
。
こ
の
頃
の
龍
馬
は
純
朴
で

血
気
者
の
攘
夷
派
青
年
で
あ
っ
た
。 

文
久
二
年(

一
八
六
二)

龍
馬
二
十
八
歳
の
時
、
前

年
加
盟
し
た
土
佐
勤
王
党
の
首
領
武
市
半
平
太
の
密

使
と
し
て
長
州
藩
の
久
坂
玄
瑞
と
面
談
す
る
が
、
そ

の
直
後
の
三
月
二
十
四
日
、
土
佐
藩
を
脱
藩
。
八
月

に
三
度
目
の
江
戸
入
り
を
果
し
、
千
葉
道
場
に
身
を

寄
せ
た
。
道
場
主
・
定
吉
の
長
男
重
太
郎
は
十
二
月

五
日
、
自
分
が
剣
術
師
範
を
し
て
い
る
越
前
藩
藩
主

で
幕
府
の
政
事
総
裁
の
要
職
に
あ
っ
た
松
平
春
嶽
に

龍
馬
を
引
合
せ
た
。
初
対
面
で
龍
馬
を
気
に
入
っ
た

春
嶽
は
、
そ
の
才
能
を
活
か
せ
る
人
物
と
し
て
、
幕

府
軍
艦
奉
行
並
の
職
に
あ
っ
た
勝
海
舟
に
紹
介
状
を

認
し
た
た

め
て
く
れ
た
。 

春
嶽
・
海
舟
・
土
佐
藩
主
山
内
容
堂
は
「
公
儀
政

体
論
派
」
の
仲
間
で
あ
っ
た
。
十
二
月
九
日
頃
こ
の

紹
介
状
を
も
ち
龍
馬
は
勝
を
訪
ね
た
と
い
う
。 

勝
海
舟
は
偶
万
延
元
年(

一
八
六
〇)

二
、
三
月
に

幕
府
に
よ
り
咸
臨
丸
で
渡
米
、
三
週
間
余
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
に
滞
在
し
、
西
洋
文
明
を
体
験
し
て
来
て

い
た
。
そ
の
説
得
力
あ
る
世
界
観
を
聴
く
に
及
び
、

龍
馬
は
「
黒
船
」
以
来
の
心
の
痼
り
が
霧
散
し
、
攘

夷
主
義
者
か
ら
「
日
本
の
焦
眉
の
急
は
、
欧
米
列
強

の
先
進
技
術
文
明
の
摂
取
、
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
国

が
一
丸
と
な
る
こ
と
」
と
の
開
明
主
義
者
に
変
身
す

る
。
師
・
勝
海
舟
四
十
歳
、
門
弟
・
坂
本
龍
馬
二
十

八
歳
で
あ
っ
た
。 

師
弟
が
第
一
に
着
手
し
た
の
は
、
日
本
海
軍
創
設

の
た
め
の
「
神
戸
海
軍
操
練
所
」
と
海
舟
の
私
塾
「
神

戸
海
軍
塾
」
の
設
立
で
あ
っ
た
。 

文
久
三
年(

一
八
六
三)

四
月
二
十
三
日
、
将
軍
徳

川
家
茂
よ
り
設
立
許
可
が
下
り
、
同
時
に
私
塾
の
開

設
も
認
め
ら
れ
て
幕
府
か
ら
年
三
千
両
の
経
費
支
給

も
承
認
さ
れ
た
が
、
運
営
に
は
な
お
不
足
で
あ
つ
た
。

そ
の
た
め
五
月
、
龍
馬
は
福
井
藩
に
出
向
き
、
初
対

面
か
ら
ま
だ
半
年
も
経
っ
て
い
な
い
松
平
春
嶽
か
ら

千
両
の
借
入
れ
を
し
た
。
勿
論
背
後
に
は
海
舟
が
い

て
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
龍
馬
の
人
柄
を
感
じ
さ
せ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
春
嶽
は
文
政
十
一
年(
一
八

二
八)

生
れ
、
龍
馬
よ
り
七
歳
年
上
で
あ
っ
た
。 

龍
馬
は
年
長
者
と
の
人
間
関
係
に
つ
い
て
、
そ
の

頃
姉
乙
女
へ
の
手
紙
に
「
こ
の
頃
は
軍
学
者
勝
麟
太

郎

大

先

生

の

門

人

に

な

り

、

こ
と

●

●

の ●

外 ●

か
わ
い
が
ら
れ

●

●

●

●

●

●

候
…
…
す
こ
し
エ
ヘ
ン
に
顔
を
し
、

ひ
そ
か
に
お
り
申
し
候
」
と
自
ら
記
し
て
い
る
。
海

舟
は
文
政
六
年
生
れ
で
龍
馬
よ
り
十
二
歳
年
上
で
あ

っ
た
。
十
月
、
龍
馬
は
二
十
九
歳
で
海
軍
塾
塾
頭
と

な
る
。 

と
こ
ろ
が
、
そ
の
直
前
に
「
八
月
十
八
日
の
政
変
」

が
あ
り
、
政
情
は
一
変
し
て
い
た
。
会
津
藩
と
薩
摩

藩
が
組
み
、
倒
幕
派
の
長
州
勢
を
京
都
か
ら
追
い
落

し
た
事
件
で
あ
る
。
更
に
翌
元
治
元
年(

一
八
六
四)

五
月
に
操
練
所
が
創
設
さ
れ
る
が
、
直
後
の
六
月
に

お
き
た
「
池
田
屋
事
件
」、
続
く
七
月
の
「
禁
門
の
変
」

に
塾
生
が
係
っ
て
い
た
こ
と
で
操
練
所
は
反
体
制
派

の
拠
点
と
み
な
さ
れ
た
。
海
舟
に
は
十
月
江
戸
帰
還

命
令
、
十
一
月
軍
艦
奉
行
罷
免
の
沙
汰
が
下
り
、
元

治
二
年
三
月
十
八
日
、
海
軍
操
練
所
は
廃
止
と
な
っ

た
。 海

舟
・
龍
馬
の
師
弟
は
こ
の
時
点
で
、
幕
府
要
人

と
倒
幕
志
士
と
し
て
別
々
に
行
動
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
年
の
四
月
七
日
、
年
号
は
慶
応
と
改
ま
る
。 

し
か
し
別
れ
て
以
降
の
二
人
の
関
係
こ
そ
が
逆
に

幕
末
・
維
新
を
進
展
さ
せ
た
と
い
え
る
。
幕
府
の
重
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臣
の
立
場
上
そ
の
行
動
に
は
自
ら
制
約
が
あ
る
海
舟

に
対
し
、
自
由
に
活
動
出
来
る
龍
馬
は
以
心
伝
心
、

師
の
意
を
体
し
て
彼
の
知
力
を
存
分
に
発
揮
し
た
。 

幕
末
日
本
の
最
大
出
来
事
「
薩
長
盟
約
」
が
慶
応

二
年(

一
八
六
六)
一
月
二
十
二
日
、
龍
馬
の
仲
介
で

結
ば
れ
た
の
で
あ
る
。 

対
立
し
て
い
た
薩
摩
と
長
州
の
両
藩
が
、
幕
府
の

長
州
再
征
の
直
前
に
「
幕
府
に
対
抗
し
て
協
力
す
る

こ
と
」
を
約
束
し
た
の
で
あ
っ
た
。
誰
も
が
不
可
能

と
し
て
い
た
犬
猿
の
仲
の
両
藩
の
ま
さ
か
の
倒
幕
連

合
の
成
功
は
、
龍
馬
の
知
恵
と
奔
走
に
、
幸
運
が
重

な
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

海
舟
の
失
脚
で
活
躍
の
場
を
失
っ
て
い
た
龍
馬
は

海
軍
強
化
を
策
し
て
い
た
薩
摩
藩
の
小
松
帯
刀
や
西

郷
隆
盛
ら
首
脳
の
資
金
援
助
を
受
け
て
慶
応
元
年

(

一
八
六
五)

五
月
、
長
崎
に
商
業
活
動
を
主
と
す
る

貿
易
会
社
「
亀
山
社
中
」
を
立
ち
上
げ
て
い
た
が
、

こ
の
組
織
を
使
っ
て
倒
幕
急
先
鋒
の
長
州
藩
に
幕
府

禁
止
の
兵
器
を
薩
摩
藩
名
義
で
調
達
、
転
売
す
る
放

れ
業
で
両
藩
を
結
び
、
信
頼
を
深
め
て
い
っ
た
。 

偶
薩
長
両
藩
は
共
々
、
列
強
の
武
力
の
脅
威
を
「
さ

き
の
「
戦
争
」
で
思
い
知
ら
さ
れ
て
い
た
。
文
久
三

年(

一
八
六
三)

七
月
の
「
薩
英
戦
争
」
と
、
元
治
元

年(

一
八
六
四)

八
月
の
四
国(

英
・
仏
・
米
・
蘭)

艦
隊

下
関
砲
撃
事
件
「
下
関
戦
争
」
で
あ
る
。 

し
か
し
、
こ
の
「
盟
約
」
成
立
の
陰
に
は
海
舟
の

布
石
が
あ
っ
た
。
元
治
元
年
八
月
の
中
旬
頃
、
か
の

騒
乱
の
最
中
に
龍
馬
は
海
舟
の
改
め
て
の
紹
介
で
西

郷
隆
盛
に
面
会
し
て
い
る
。
こ
の
時
の
印
象
を
龍
馬

は
海
舟
に
「(

隆
盛
は)

少
し
叩
け
ば
少
し
響
き
、
大

き
く
叩
け
ば
大
き
く
響
く
」
と
の
名
評
を
残
し
て
い

る
。
隆
盛
も
ま
た
「
度
量
の
大
、
龍
馬
に
如し

く
も
の
、

未
だ
か
っ
て
見
ず
。
龍
馬
の
度
量
や
到
底
測
る
べ
か

ら
ず
」
と
評
し
た
と
い
う
。
こ
の
二
人
の
相
互
信
頼

こ
そ
が
、
実
は
同
盟
成
功
を
決
め
た
最
大
要
因
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
隆
盛
は
文
政
十
年(

一
八
二

七)

生
れ
、
龍
馬
の
八
歳
年
上
で
あ
っ
た
。 

「
盟
約
」
の
一
方
の
長
州
代
表
・
桂
小
五
郎(

木
戸

孝
允)
は
盟
約
成
立
後
も
薩
摩
へ
の
不
信
感
が
強
く
、

二
月
五
日
仲
介
者
龍
馬
に
盟
約
履
行
の
裏
書
を
求
め
、

竜
馬
は
朱
書
し
た
。
難
事
の
程
が
窺
え
る
話
で
あ
る
。 

龍
馬
が
係
っ
た
大
業
は
も
う
ひ
と
つ
あ
る
。
そ
れ

は
土
佐
藩
の
後
藤
象
二
郎
を
背
後
か
ら
動
か
し
て
、

武
力
倒
幕
路
線
の
薩
長
勢
に
対
し
、
内
乱
に
よ
る
列

強
介
入
の
口
実
を
与
え
な
い
方
策
と
し
て
考
え
出
し

た
、「
船
中
八
策
」
を
原
案
と
す
る
「
大
政
奉
還
」
の

奇
策
を
実
現
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。 

龍
馬
か
ら
、
象
二
郎
、
山
内
容
堂
を
繋
い
で
、
徳

川
最
後
の
将
軍
慶
喜
は
慶
応
三
年(

一
八
六
七)

十
月

十
四
日
明
治
天
皇
に
「
大
政
奉
還
」
を
上
奏
、
翌
十

五
日
勅
許
が
下
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
徳
川

家
康
が
慶
長
八
年(

一
六
〇
三)

江
戸
に
開
い
た
幕
府

は
、
無
血
で
二
百
六
十
余
年
の
幕
を
閉
じ
た
。 

そ
し
て
立
役
者
坂
本
龍
馬
は
「
大
政
奉
還
」
か
ら

一
ヶ
月
後
の
十
一
月
十
五
日
、
京
都
の
近
江
屋
で
、

陸
援
隊
の
中
岡
慎
太
郎
と
共
に
幕
府
付
属
の
見
廻
組

隊
士
ら
に
暗
殺
さ
れ
た
。
享
年
三
十
三
歳
。 

勝
海
舟
の
偉
業
「
江
戸
城
無
血
開
城
」
は
翌
年
の

慶
応
四
年
四
月
十
一
日
で
あ
る
。
龍
馬
の
「
大
政
奉

還
」
は
そ
の
半
年
前
で
あ
っ
た
。「
常
に
列
強
を
意
識

し
、
内
戦
を
極
力
回
避
し
つ
つ
、
幕
藩
体
制
を
出
来

る
限
り
穏
便
に
終
熄
さ
せ
、
国
を
一
つ
に
し
て
近
代

化
を
急
ぐ
こ
と
」
を
理
想
と
し
た
海
舟
の
「
意
を
体

し
た
」
行
動
に
龍
馬
が
い
か
に
忠
実
に
終
始
し
た
か

に
驚
く
ぼ
か
り
で
あ
る
。「
此
の
師
有
り
て
斯
に
此
の

門
弟
あ
り
」
で
あ
っ
た
。 

幕
末
・
維
新
の
日
本
の
進
路
は
、
師
・
勝
海
舟
の

知
徳
と
門
弟
・
坂
本
龍
馬
の
知
力(

知
恵
と
行
動
力)

と
の
結
合
の
賜
物
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
。 
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自
由
原
稿 

ノ 

モ 

ン 

ハ 

ン 

―
第
二
次
世
界
大
戦
を
誘
発
し
た
極
東
の
局
地
戦 

 

太 

田 

精 

一 

 

戦
禍
の
傷
跡
の
残
る
昭
和
二
十
二
年
、
私
は
、
遠

縁
に
当
る
元
陸
軍
航
空
士
官
で
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
（
一

九
三
九
年
夏
）
に
参
戦
し
た
人
か
ら
当
時
の
戦
闘
の

模
様
を
聞
い
た
。 

ノ
モ
ン
ハ
ン
は
、
モ
ン
ゴ
ル
東
部
の
満
州
側
に
突

き
出
た
草
深
い
平
ら
な
土
地
の
小
さ
な
村
落
の
名
前

で
あ
る
。
そ
の
村
は
、
南
北
に
流
れ
る
ハ
ル
ハ
河
の

ほ
と
り
に
あ
る
。
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
共
和
国
（
ソ
連
）

側
で
は
、
河
の
名
か
ら
こ
の
戦
い
を
「
ハ
ル
ハ
河
の

会
戦
」
と
称
し
て
い
る
。 

そ
の
頃
私
は
、
小
学
五
年
生
で
、
軍
国
教
育
の
影

響
を
受
け
、
復
員
兵
士
の
語
る
戦
争
体
験
談
に
異
常

な
ほ
ど
の
興
味
を
持
っ
て
い
た
。 

彼
は
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
で
の
ソ
連
軍
と
の
戦
い
は
、

凄
惨
を
極
め
た
と
語
っ
た
。
空
軍
も
当
初
は
、
日
本

が
優
勢
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ソ
連
が
、
新
鋭
機

を
投
入
、
航
空
兵
力
を
増
強
す
る
に
つ
れ
、
日
本
軍

は
次
第
に
劣
勢
に
立
た
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
戦
い
は
終

わ
っ
て
し
ま
っ
た
。 

そ
の
時
、
刻
み
込
ま
れ
た
ノ
モ
ン
ハ
ン
と
い
う
地

名
は
、
ず
っ
と
成
人
し
て
社
会
人
に
な
る
ま
で
私
の

脳
裏
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
。 

ジ
ェ
ト
ロ
に
入
っ
て
初
め
て
の
海
外
出
張
が
、
ソ

連
（
現
ロ
シ
ア
）
の
モ
ス
ク
ワ
で
、
一
九
七
〇
年
の

二
月
か
ら
五
月
ま
で
同
地
に
滞
在
し
た
。
折
角
の
機

会
で
あ
る
の
で
、
ソ
連
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
考
え
、

ソ
連
と
そ
の
最
主
要
共
和
国
で
あ
る
ロ
シ
ア
に
関
す

る
本
を
数
冊
買
い
こ
ん
だ
。 

そ
の
中
に
、
朝
日
新
聞
出
版
の
「
ジ
ュ
ー
コ
フ
元

帥
回
想
録
―
革
命
・
大
戦
・
平
和
」
が
あ
っ
た
。 

こ
の
回
想
録
の
第
七
章
ハ
ル
ハ
河
宣
戦
布
告
な
き

戦
争
に
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
で
ソ
連
軍
の
直
接
指
揮
に
当

っ
た
ジ
ュ
ー
コ
フ
元
帥
（
当
時
第
五
七
特
別
兵
団
長
）

が
、
同
地
で
の
日
ソ
間
の
戦
闘
の
模
様
を
回
想
し
て

い
る
。 

私
は
、
す
ぐ
に
そ
の
第
七
章
を
熟
読
し
、
ソ
連
の

こ
の
戦
い
に
懸
け
る
意
気
込
み
の
並
々
な
ら
ぬ
も
の

を
感
じ
取
っ
た
。 

そ
の
頃
か
ら
私
は
、
一
九
三
九
年
の
ノ
モ
ン
ハ
ン

事
件
は
、
モ
ン
ゴ
ル
と
満
州
の
国
境
を
巡
る
日
本
軍

と
ソ
連
軍
と
の
軍
事
衝
突
と
し
て
片
づ
け
ら
れ
る
問

題
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
日
本
、
ソ
連
の
外
交
政
策

を
左
右
す
る
大
き
な
要
素
と
な
り
、
ひ
い
て
は
第
二

次
世
界
大
戦
を
誘
発
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

だ
が
、
そ
の
後
、
深
く
こ
の
問
題
を
追
及
す
る
機

会
を
得
な
い
ま
ま
、
時
が
た
ち
、
対
ロ
シ
ア
及
び
第

二
次
世
界
大
戦
開
戦
時
の
問
題
を
考
え
る
上
で
、
ノ

モ
ン
ハ
ン
事
件
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
、
思

い
を
巡
ら
す
こ
と
も
な
か
っ
た
。 

そ
れ
が
本
年
四
月
、
日
経
新
聞
の
日
曜
版
を
眺
め

て
い
る
と
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
に
関
す
る
単
行
本
の
書
評

が
目
に
留
ま
っ
た
。 

単
行
本
の
題
名
は
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
１
９
３
９
」
で

あ
る
。
同
書
は
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
Ｄ
・
ゴ
ー
ル
ド

マ
ン
博
士
の
著
述
に
よ
る
も
の
で
、
山
岡
由
美
、
麻

田
雅
文
の
両
氏
が
共
訳
し
て
い
る
。 

ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
博
士
は
、
全
米
ユ
ー
ラ
シ
ア
・
東

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究
評
議
会
の
在
外
教
授
で
あ
る
。
一

九
七
九
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
ま
で
の
三
十
年
間
、
米

国
議
会
図
書
館
調
査
局
で
、
専
門
委
員
と
し
て
、
ロ

シ
ア
及
び
ユ
ー
ラ
シ
ア
地
域
の
政
治
、
軍
事
情
勢
の

研
究
に
携
わ
っ
て
き
た
。
博
士
号
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
タ

ウ
ン
大
学
で
取
得
し
て
い
る
。 

彼
は
「
こ
の
紛
争
は
、
単
な
る
国
境
衝
突
事
件
な

ど
で
は
な
い
。
十
万
人
近
く
の
人
が
、
ま
た
千
台
も

の
装
甲
車
両
お
よ
び
軍
用
機
が
四
ヶ
月
の
間
激
烈
な

戦
闘
に
投
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
死
傷
者
は
三
万
か

ら
四
万
に
上
る
。
宣
戦
布
告
な
き
こ
の
小
さ
な
戦
争



史遊会通信 No.232(10)                                                                            

は
、
日
本
で
は
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
、
ロ
シ
ア
と
モ
ン

ゴ
ル
で
は
、
ハ
ル
ハ
河
会
戦
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

辻
と
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
こ
の
紛
争
の
最
も
重
要
な
役
割

を
演
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
、
ナ
チ
・

ド
イ
ツ
に
対
す
る
勝
利
の
設
計
者
に
、
そ
の
後
は
ソ

連
国
防
相
の
地
位
に
上
り
つ
め
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
よ
り
も
瞠
目
す
べ
き
は
、
内
陸
ア
ジ
ア
の

僻
遠
の
地
で
戦
わ
れ
た
こ
の
知
名
度
の
低
い
紛
争
が
、

ヒ
ト
ラ
ー
に
よ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
攻
、
お
よ
び
そ
の

後
に
続
い
た
あ
ら
ゆ
る
出
来
事
の
導
火
線
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
実
際
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
で
の
戦
い
が
頂
点

に
達
し
た
時
と
同
じ
く
し
て
独
ソ
不
可
侵
条
約
が
締

結
さ
れ
て
い
る
。（
同
条
約
は
一
九
三
九
年
八
月
二
十

三
日
に
署
名
さ
れ
た
）
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
に
と
っ
て
は
、

こ
の
条
約
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
攻
の
青
信
号
と
な
り
、

一
週
間
後
に
第
二
次
世
界
大
戦
を
引
き
起
こ
し
た
。

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
は
、
こ
の
条
約
に
よ
り
英
、
仏
、
ソ
と

の
戦
争
が
避
け
ら
れ
る
と
判
断
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵

攻
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
こ
の
条
約
は
、
日
本
へ
の

ソ
連
の
強
硬
姿
勢
を
可
能
に
す
る
も
の
と
な
っ
た
」

と
断
じ
て
い
る
。 

私
は
、
こ
の
文
章
を
読
ん
で
わ
が
意
を
強
く
し
た
。 

一
九
三
九
年
に
ノ
モ
ン
ハ
ン
の
戦
い
は
終
っ
て
い

る
。
だ
が
、
一
九
四
一
年
の
日
ソ
両
政
府
の
外
交
上

の
意
思
決
定
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
対
ソ
戦
を

避
け
、
米
国
と
の
戦
争
に
踏
み
切
っ
た
日
本
、
対
独

戦
に
全
力
を
傾
け
勝
利
し
た
赤
軍
と
明
暗
が
は
っ
き

り
分
か
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

ジ
ュ
ー
コ
フ
元
帥
は
「
日
本
の
空
軍
が
モ
ン
ゴ

ル
人
民
共
和
国
の
領
土
深
く
侵
入
し
、
わ
が
軍
の
飛

行
機
に
射
撃
を
加
え
、
追
跡
し
て
い
る
。
す
べ
て
の

情
況
は
、
こ
の
事
件
が
、
国
境
紛
争
で
は
な
い
。
日

本
は
、
ソ
連
極
東
お
よ
び
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
に

対
し
、
侵
略
の
目
的
を
放
棄
し
て
い
な
い
。
近
い
う

ち
に
さ
ら
に
大
規
模
な
日
本
軍
の
行
動
を
予
想
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
認
識
に
立
っ
て
ノ
モ
ン

ハ
ン
を
戦
っ
た
。 

そ
の
た
め
、「
空
軍
部
隊
を
補
強
し
、
戦
闘
行
動
地

域
へ
の
歩
兵
三
個
師
団
以
上
、
戦
車
一
個
旅
団
を
派

遣
し
、
砲
兵
を
著
し
く
強
化
す
る
」
と
し
て
、
対
抗

措
置
を
速
や
か
に
講
じ
、
日
本
軍
を
上
回
る
空
軍
力
、

火
力
、
兵
力
を
準
備
し
、
日
本
軍
の
行
動
を
封
じ
込

め
よ
う
と
し
た
。 

当
時
の
日
本
は
、
赤
軍
は
技
術
的
に
遅
れ
、
戦
闘

力
の
点
で
も
、
日
露
戦
争
当
時
の
旧
ロ
シ
ア
軍
と
同

じ
と
見
て
い
た
。
だ
か
ら
、
日
本
の
兵
士
が
、
ノ
モ

ン
ハ
ン
の
戦
闘
で
戦
車
、
空
軍
、
砲
兵
、
お
よ
び
良

く
組
織
さ
れ
た
歩
兵
部
隊
の
強
力
な
攻
撃
に
晒
さ
れ

る
こ
と
は
ま
っ
た
く
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。 

ソ
連
、
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
強
力
な
反
撃
に
よ
る
日
本

軍
精
鋭
部
隊
の
敗
北
は
、
当
時
の
日
本
の
支
配
層
に

ソ
連
の
戦
闘
能
力
と
そ
の
軍
事
的
組
織
力
の
高
さ
か

ら
対
ソ
戦
が
困
難
で
あ
る
と
印
象
づ
け
た
。 

ジ
ュ
ー
コ
フ
元
帥
は
「
日
本
軍
の
技
術
は
、
遅
れ

て
い
る
。
戦
車
は
老
朽
化
し
、
装
備
も
悪
い
。
空
軍

は
、
当
初
か
な
り
す
ぐ
れ
て
い
た
が
、
ソ
連
軍
の
新

鋭
機
が
出
撃
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
制
空
権
も
失
っ
て

し
ま
っ
た
」
と
書
い
て
い
る
。 

日
本
は
そ
の
後
、
日
、
独
、
伊
三
国
同
盟
を
締
結
、

日
ソ
中
立
条
約
を
結
ん
で
、
南
方
へ
の
進
出
を
図
り
、

太
平
洋
戦
争
へ
の
道
を
歩
ん
だ
。 

例
え
局
地
的
な
限
定
戦
争
と
い
え
ど
も
、
甘
く
見

て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
相
手
国
の
軍
事

力
、
科
学
技
術
力
、
国
力
を
推
し
量
り
、
同
盟
関
係

を
検
討
し
、
外
交
戦
略
を
構
築
す
る
こ
と
に
な
る
か

ら
で
あ
る
。
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
は
、
そ
の
こ
と
を
教

訓
と
し
て
残
し
て
く
れ
て
い
る
。 

    


